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ＪＲ産業に集う 
すべての仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 

2023年度 
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２０２３年１０月３１日 日本鉄道労働組合連合会 

～ＪＲ連合 北海道地協「第５回定期委員会」開催！～ 
 10月 29日、ＪＲ連合北海道地方協議会は、札幌市内で第５回定期委員会を開催

し、向こう１年間の活動方針を決定するとともに新体制を確立し、諸活動を力強く展開

していく決意を固め合った。 

冒頭、昆弘美議長（ＪＲ北労組執

行委員長・ＪＲ連合副会長）が挨拶

に立ち、直近の獣害被害や自然災害

に触れ、これらに常に晒される中で

の業務遂行や労働組合の諸活動の推

進・尽力に対して敬意と謝意を示し

つつ、職場における移動禁止合図に

まつわる課題や組合員の声を紹介

し、安全確立の取り組みを職場から

意識的に創り上げる取り組みを推進していく決意を述べた。またＪＲ産業内に潜む革マ

ル派勢力の蠢きと非民主的な取り組みを踏まえ、組合員を守りながらも実態を把握し歪

んだ行動を正していく民主化闘争強化の必要性を訴えた。さらには、黄線区問題を含む

地域公共交通や、北海道新幹線の延伸に伴う函館本線の人流・物流、ＪＲ北海道・ＪＲ

貨物の経営自立にまつわる課題を挙げ、「21世紀の鉄道を考える議員フォーラム」や

「地方議員団連絡会」に所属する議員との連携を行い、責任ある政策・政治活動を進め

ていくことの重要性を訴えた。 

来賓としてＪＲ連合から政所大祐事務

局長が参画し、ＪＲ産業・労働界にかか

る情勢やＪＲ連合の諸活動にかかる報告

と、連帯・激励の挨拶を行い、今秋・冬

から来春にむけての、組織強化・拡大と

政策・政治にかかる取り組み内容につい

ての情報共有を図った。 

その後、人見圭一事務局長より活動方針

案や決算報告＆予算案等の提起がなされ

た。質疑では、黄線区問題の政府支援や会

社の動向、アボイダブル・コストルールに

まつわる問題の解決等にかかる発言・応

答、情報共有が行われた。 

また新体制については、2022 年度の体

制を継続することし、昆弘美議長をはじめ

とする役員の続投が承認された。各種議案

について満場一致で承認され閉会した。 


